
平成30年度
京都府農林漁業者合同研修

－ 研修概要 －

会 場

内 容

日 程 宮津会場 平成31年2月18日（月） 12:20～16:30 （受付11:50～）（開始時間を３０分繰り上げ）
宮津市福祉・教育プラザ 第1コミュニティﾙｰﾑ（宮津市浜町 宮津シーサイドマートミップル内３階）

京都会場 平成31年2月19日（火） 12:20～16:30 （受付11:50～）
ホテルセントノーム京都 2階 平安（西）の間（京都市南区 ＪＲ京都駅八条口から東へ徒歩３分）

＊どちらの会場も研修内容は同じです。（どちらかをお選びください）

無 料受講料

□ 社会課題と産業の変化の関係性について農林漁業の視点から学ぶ

□ 農林漁業における危機管理・リスク管理

□ グループワークを通じた研修参加者同士の交流

京都府経営支援・担い手育成課新規就業・人材育成担当 佐々木・塚本
TEL：075-414-4942 （受付９：００～１７：００）

対象者 農林漁業に従事されている方（独立自営、就業どちらの方も参加できます）

主 催 京都府 （京都農人材育成センター （京都府、（一社）京都府農業会議、 JA京都中央会））

問合先

募集締め切り 平成31年2月7日（木）午後5時（先着順）

お申込・詳細は裏面へ

京都農人材育成センターは、市町村、ＪＡグループ、商工団体、大学、金融機関等と連携
し、オール京都体制で府の農林水産業を支える人材を育成するため設立されました。

＊申込者が１会場あたり３０名に達した段階で参加を締め切らせていただきます。

科目
時間
（分）

指導
手法

研修項目(テーマ) 講師

経営者マイン
ド

90 講義 情勢変化の対応について 株式会社 Campanula
代表取締役社長

権堂 千栄実氏
60

グループ
ワーク

変化に対応するための
計画の作成・共有

危機管理
リスク管理

80 講義
農林漁業における危機管
理とリスク管理

東京海上日動火災保険株式
会社 公務第一部 東京公務課

担当課長 橋本 泰規氏

東京海上日動あんしん生命
保険株式会社 大阪支社 第七営業所

ﾌﾟﾗｲﾑﾗｲﾌﾊﾟｰﾄﾅｰ 山口 昌彦氏
ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞﾗｲﾌﾊﾟｰﾄﾅｰ 槻瀬 圭一氏

農業、林業、漁業は、産業としては異なりますが、「ものづくり」、「農山

漁村を守る」、「天候に左右されやすい」など共通する部分が多くあります。

そんな共通する部分に焦点をあて、共通の課題を認識し、経営力の向

上を目指すことを目的に、農林漁業者を対象とした合同研修を初めて開

催します。ぜひ、ご参加ください！

裏面の申込用紙を必要事項をご記入の上、FAX（075-414-5039） または
裏面の申込用紙の項目をメール本文にご記入の上、メール（ninaite@pref.kyoto.lg.jp）

申込方法

mailto:ninaite@pref.kyoto.lg.jp


＊FAXでお申し込みの方は、下記の必要事項をご記入の上お送りください。
＊メールでお申し込みの方は、下記の項目をメール本文にご記入の上お送りください。

ふ り が な

ご 住 所

（ ー ）

お 名 前

電 話 ･ Ｆ Ａ Ｘ

電 話：

ＦＡＸ：
所属（法人、
事業所等）

当日連絡可能な
連絡先
（電話、E-mail）経 営 内 容

例：施設栽培(トマト)

参 加 会 場
（どちらかに○を
つけてください）

（ ） 宮津会場 ２月１８日（月）
（ ） 京都会場 ２月１９日（火）

【個人情報取り扱い】
今回ご提供頂いた個人情報は、京都府が定める個人情報保護条例の規定に基づき適切に管理します。京都農人材育成センターが実施する人材育成プログラム等のご案内
をお送りさせて頂く場合がございます。

メールもしくはFAXにてお申し込みください。 定員 ： 各３０名 (先着順)

Ｆ Ａ Ｘ ： 075-414-5039
メール ： ninaite@pref.kyoto.lg.jp

－ 研修の概要 －

※状況に応じて講師・日程に変更がございます。

申込日（ 月 日）

◆経営者マインドの講義の目的とねらい

近年は、農林漁業を取り巻く情勢変化が大きな状況です。また、気象災害も多く発生し従来の第１
次産業のノウハウが通用出来ず、新たな対応も求められています。第1次産業を生業にする上で、こ
のような変化をどう捉えていますか？変化に対して「変えること」「変えないこと」は明確ですか？
第1次産業の未来を見据えた行動計画は考えていますか？ 経営者・従事者という立場を超えて、産
業の変化と未来に向けた取り組みについて学びます。

◆内 容

【座学】
□日本の社会課題と産業の変化の関係性
□参加者の経営課題へのアプローチ手法とビジョン設計のアドバイス
【グループワーク】
□産業の変化を考えるディスカッション
□将来の目標作成・行動計画の作成・共有

◆農林漁業における危機管理・リスク管理の講義の目的とねらい

農林漁業における危機事態の発生後の対処方法（危機管理）及び想定されるリスクの回避方法(リ
スクマネジメント）について、自然災害、作業事故、価格下落、収量減少、人員・資金不足、制度変
更、不法行為による損害賠償責任など幅広い視点から学びます。

◆内 容

【座学】
□農林漁業におけるリスクと対策


